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四
月
二
十
八
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
平
成
二
十
三

年
度
の
「
明
徳
学
園
」
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
度
の
「
明
徳
学
園
」
入
学
者
数
は
、
普
通
科
二
十

五
名
、
高
等
科
二
十
八
名
、
研
究
科
八
十
二
名
で
合
計
百

三
十
五
名
と
な
り
ま
し
た
。�

　
明
徳
学
園
は
、
普
通
科
、
高
等
科
、
研
究
科
か
ら
な
り
、

一
般
教
養
と
専
門
課
程
で
学
習
を
深
め
ま
す
。�

　
入
学
式
で
、
竹
内
理
事
長
（
江
府
町
長
）
が
、
「
こ
の

一
年
間
、
一
般
教
養
、
専
門
課
程
を
通
し
て
、
社
会
生
活

を
営
む
上
で
、
必
要
な
知
識
や
技
術
に
つ
い
て
の
学
習
、

趣
味
、
教
養
な
ど
生
き
が
い
と
し
て
の
学
習
を
深
め
ら
れ
、

ま
た
、
仲
間
づ
く
り
を
通
じ
て
技
術
、
技
能
の
修
練
、
学

生
自
治
会
活
動
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
て
く
だ
さ

い
。
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
入
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
一
生
現
役
を
目
標
に
、
学
習

へ
の
熱
い
意
欲
を
あ
ら
た
に
し
て
い
ま
し
た
。�

　
入
学
式
終
了
後
は
、
明
徳
学
園
学
生
自
治
会
総
会
が
開

か
れ
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
と
平
成
二
十
三

年
度
の
事
業
、
予
算
、
活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。�

�

明
徳
学
園
在
籍
者
数�

【
普
通
科
】�

　
第
　一
　学
年
　
　
三
名
　
　
第
　二
　学
年
　
　
四
名�

　
第
　三
　学
年
　
　
五
名
　
　
第
　四
　学
年
　
十
三
名�

【
高
等
科
】�

　
第
　一
　学
年
　
　
九
名
　
　
第
　二
　学
年
　
　
十
名�

　
第
　三
　学
年
　
　
四
名
　
　
第
　四
　学
年
　
　
五
名�

【
研
究
科
】�

　
第
　一
　学
年
　
十
二
名
　
　
第
　二
　学
年
　
　
八
名�

　
第
　三
　学
年
　
　
七
名
　
　
第
　四
　学
年
　
　
六
名�

　
第
　五
　学
年
　
十
四
名
　
　
第
　六
　学
年
　
　
九
名�

　
第
　七
　学
年
　
　
三
名
　
　
第
　八
　学
年
　
　
四
名�

　
第
　九
　学
年
　
　
三
名
　
　
第
　十
　学
年
　
　
三
名�

　
第
十
一
学
年
　
　
二
名
　
　
第
十
二
学
年
　
　
三
名�

　
第
十
四
学
年
　
　
六
名
　
　
第
十
七
学
年
　
　
一
名�

　
第
二
十
学
年
　
　
一
名
　�

�

※
明
徳
学
園
は
、
途
中
入
学
も
可
能
で
す
。
く
わ
し
く
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
室
（
電
話
七
五
―
二
〇
〇
五
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

明徳学園歌を斉唱する入学生のみなさん�

入学生代表誓いのことば（板垣隆久さん：新町二）�

百
三
十
五
名
が

百
三
十
五
名
が 

明
徳
学
園
へ
入
学

明
徳
学
園
へ
入
学�
百
三
十
五
名
が

百
三
十
五
名
が 

明
徳
学
園
へ
入
学

明
徳
学
園
へ
入
学�
百
三
十
五
名
が 

明
徳
学
園
へ
入
学�
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江
府
町
赤
十
字
奉
仕
団
総
会�

平
成
二
十
三
年
度
　
区
長
会
開
催�

「
み
ち
く
さ
推
進
会
議
」
の�

　
　
　
研
修
会
お
よ
び
総
会�

　
四
月
二
十
二
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
新
た

に
美
女
石
が
加
わ
り
、
四
十
区
長
を
迎
え
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

　
開
会
に
あ
た
り
、
竹
内
町
長
は
、
「
地
域
で
の
座

談
会
等
に
よ
り
情
報
交
換
を
図
り
、
町
の
活
性
化
を

目
指
し
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。�

　
続
い
て
、
宮
本
副
町
長
か
ら
町
予
算
の
概
要
と
財

政
状
況
説
明
、
各
課
か
ら
の
主
要
施
策
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
終
了
後
は
、
各
集
落
か
ら
の
相
談
会
、
Ｉ
Ｐ
電
話

を
用
い
た
集
落
放
送
の
操
作
方
法
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
江
府
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
総
会
が
、
四
月
二
十
日
、

総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
人
道
・
公
平
・
中
立
の
精
神

に
基
づ
き
、
全
て
の
人
々
の
幸
せ
を
願
い
、
住
み
よ

い
社
会
を
築
き
上
げ
て
い
く
た
め
、
三
十
四
名
の
団

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
団
員
の
ひ
と
り
は
「
奉
仕
活
動
で
み
ん
な
の
笑
顔

が
見
れ
る
こ
と
が
活
力
の
源
。
ま
た
、
今
年
三
月
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
、
黙
々
と
奉

仕
す
る
日
赤
社
員
や
団
員
の
姿
を
見
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。
」
と
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。�

　
四
月
十
三
日
、
防

災
・
情
報
セ
ン
タ
ー

で
、
「
み
ち
く
さ
推

進
会
議
」
の
研
修
会

と
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
「
み
ち
く
さ
推
進

会
議
」
は
、
佐
川
の

農
産
物
直
売
所
「
み

ち
く
さ
」
を
運
営
す

る
団
体
で
、
今
年
で

発
足
九
年
目
と
な
り

ま
す
。�

　
研
修
会
で
は
、
県

西
部
総
合
事
務
所
生

活
環
境
局
の
職
員
を
講
師
に
迎
え
、
食
品
衛
生
・
加

工
品
の
食
品
表
示
な
ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。�

　
総
会
で
は
、今
年
三
月
に
取
得
し
た
“菓
子
製
造
業

と
　そ
う
ざ
い
製
造
業
　の
営
業
許
可
を
生
か
し
た
新

商
品
開
発
の
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
会
員
一
同
で
、
「
安
全
・
安
心
な
商
品
の

提
供
」
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。�

�

　
こ
の
ほ
か
各
種
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

・
四
月
七
日
　
　
　
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会�

・
四
月
十
三
日
　
　
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会�

・
四
月
二
十
二
日
　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会�

題�話�の�町� 題�話�の�町�



宮古市�

岩沼市�

七ヶ宿町�

常陸太田市�

天栄村�

題�話�の�町� 題�話�の�町� 題�話�の�町� 題�話�の�町�

義
援
金
を
届
け
ま
し
た�

多
く
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う�

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た�

　
　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
義
援
金�

　
三
月
十
一
日
の
大
震
災
で
被

害
を
受
け
た
東
日
本
地
域
の
支

援
の
た
め
、
皆
様
か
ら
た
く
さ

ん
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
に
つ
い
て
、
四
月

十
四
日
「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
配
分
会
議
」
が
開

催
さ
れ
、
総
額
の
う
ち
百
八
十
万
円
を
、
本
町
と
関

係
の
あ
る
団
体
及
び
市
町
村
に
支
援
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。�

・
日
本
赤
十
字
社
　
九
十
万
円�

・
共
同
募
金
会
　
五
十
万
円�

・
㈱
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
　
十
万
円�

・
岩
手
県
宮
古
市
　
十
万
円�

・
宮
城
県
岩
沼
市
　
十
万
円�

・
天
神
ば
や
し
保
存
会�

　
　
　
　
　
　
（
宮
城
県
常
陸
太
田
市
）
　
五
万
円�

・
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
　
二
万
五
千
円�

・
福
島
県
天
栄
村
　
二
万
五
千
円
　
　�

　
ま
た
、
義
援
金
箱
は
引
き
続
き
設
置
し
、
残
額
と

合
わ
せ
て
、
日
本
赤
十
字
社
に
届
け
る
こ
と
も
決
定

さ
れ
ま
し
た
。�

宮
古
市
、岩
沼
市
、天
神
ば
や
し�

保
存
会
（
常
陸
太
田
市
）
、�

七
ヶ
宿
町
、
天
栄
村�

　
各
団
体
の
義
援
金
受
付
口
座
に
、
そ
れ
ぞ
れ
振
込

み
を
い
た
し
ま
し
た
。�
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181万5千999円�
（平成23年4月12日現在）�

義援金総額�

　
　
日
本
赤
十
字
社
・
鳥
取
支
部�

　
四
月
二
十
二

日
、
皆
様
か
ら

お
預
か
り
し
た

義
援
金
を
日
本

赤
十
字
社
・
鳥

取
支
部
に
届
け

ま
し
た
。�

　
同
事
務
局
長

の
尾
田
一
壽
さ

ん
か
ら
「
江
府

町
の
み
な
さ
ん

の
心
温
ま
る
支
援
に
大
変
感
謝
し
ま
す
。
被
災
都
道

県
に
送
り
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」

と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

�
　
　
鳥
取
県
共
同
募
金
会�

　
四
月
二
十
二

日
、
皆
様
か
ら

お
預
か
り
し
た

義
援
金
を
鳥
取

県
共
同
募
金
会

に
届
け
ま
し
た
。�

　
同
会
長
の
清

水
昭
允
さ
ん
か

ら
「
江
府
町
の

み
な
さ
ん
の
心

温
ま
る
支
援
金

は
、
中
央
共
同

募
金
会
を
通
じ
て
、
被
災
地
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
資
金
と
し
て
、
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。�

�

　
　
㈱
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ�

　
四
月
二
十
七
日
、
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
義
援

金
を
御
机
の
奥

大
山
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
に
届
け
ま

し
た
。�

　
工
場
長
の
増

田
正
志
さ
ん
か

ら
「
こ
の
た
び

の
震
災
で
仙
台

の
冷
凍
倉
庫
な

ど
が
被
災
し
ま

し
た
。
早
速
仙

台
に
届
け
ま
す
。

江
府
町
の
皆
様
の
善
意
に
大
変
感
謝
し
ま
す
。
」
と

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

江
府
小
学
校
の
募
金
活
動�

被
災
地
で
は
・
・
・�

　
四
月
八
日
、
江
府
小
６
年
生
の
長
尾
悠
太
さ
ん
と

太
田
幸
那
さ
ん
が
、
学
校
で
集
ま
っ
た
義
援
金
三
万

四
千
三
百
七
十
二
円
を
、
町
に
届
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
　
　
　
　�

　
震
災
の
状
況
を
知
り
、
「
自
分
た
ち
で
何
か
で
き

な
い
か
？
」
と
考
え
、
募
金
活
動
を
思
い
つ
き
ま
し

た
。
朝
の
登
校
時
間
に
児
童
玄
関
に
立
ち
、
全
校
生

徒
と
先
生
に
募
金
を
呼
び
か
け
た
そ
う
で
す
。�

　
竹
内
町
長
は
「
皆
さ
ん
の
“思
い
や
り
„の
心
に
感

動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
気
持
ち
を
持
ち

続
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
こ
の
た
び
義
援
金
を
送
付
し
た
団
体
を
紹
介
し
ま

す
。
復
興
に
向
け
、
住
民
一
丸
と
な
っ
て
努
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。�

�

○
岩
手
県
宮
古
市
は
、本
町
が
加
盟
し
て
い
る
　福
祉

自
治
体
ユ
ニ
ッ
ト
　の
加
盟
団
体
。死
者
四
百
十
一
人
、

行
方
不
明
者
四
百
九
十
人
、
避
難
者
千
九
百
四
十
六

人
、
住
宅
の
全
半
壊
四
千
六
百
七
十
五
戸
、
床
上
・

床
下
浸
水
二
千
八
十
三
戸
（
五
月
二
日
現
在
）
の
未

曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。�

�

○
宮
城
県
岩
沼
市
は
、本
町
が
加
盟
し
て
い
る
　福
祉

自
治
体
ユ
ニ
ッ
ト
　の
加
盟
団
体
。死
者
百
三
十
二
人
、

行
方
不
明
者
十
四
人
、
避
難
者
四
百
九
十
二
人
、
住

宅
の
全
半
壊
約
五
百
棟
、
床
上
浸
水
約
千
棟
（
四
月

二
十
日
現
在
）
の
被
害
。
中
で
も
海
岸
沿
い
の
六
集

落
は
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
被
害
を
受
け
ま
し
た
。�

�

○
常
陸
太
田
市
の
天
神
ば
や
し
保
存
会
は
、
本
町
の�

　伯
耆
天
神
ば
や
し
　で
親
睦
の
あ
る
団
体
で
す
。
同

市
で
は
震
度
６
弱
の
揺
れ
を
受
け
、
家
屋
等
の
倒
壊

や
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
加
え
、
道
路
や

公
共
施
設
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今
も
な

お
二
千
人
以
上
の
方
が
避
難
所
生
活
を
続
け
て
い
ま

す
。�

�

○
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
は
、本
町
と
同
じ
　環
境
王
国
　�

の
認
定
を
受
け
た
町
で
す
。
震
度
５
強
の
揺
れ
を
受

け
、
「
電
気
」
「
水
道
」
「
電
話
」
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
後
、
区
長
・
民
生

委
員
・
消
防
団
員
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
地
域
で
の

協
力
や
助
け
合
い
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。�

�

○
福
島
県
天
栄
村
は
、
本
町
と
同
じ
　環
境
王
国
　の

認
定
を
受
け
た
村
で
す
。
震
度
６
強
の
揺
れ
を
受
け
、

多
く
の
家
屋
や
公
共
施
設
、
田
畑
、
道
路
等
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。�

岩手県�

宮城県宮城県�宮城県�

福島県�

茨城県茨城県�茨城県�

（
引
用
　
宮
古
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）�

（
引
用
　
広
報
し
ち
か
し
ゅ
く
四
月
号
）�

（
引
用
　
広
報
て
ん
え
い
⑤
）�

（
引
用
　
広
報
ひ
た
ち
お
お
た
四
月
号
）�

（
引
用
　
広
報
い
わ
ぬ
ま
二
〇
一
一
　
五
月
号
）�



題�話�の�町� 題�話�の�町�
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自
衛
官
募
集
相
談
員
の�

　
　
　
　
　
　
委
嘱
状
交
付
式�

江
府
町
営
バ
ス
に�

　
　
　
　
小
型
バ
ス
を
導
入�

御
机
集
落
か
ら
申
入
書�

　
　
奥
大
山
ス
キ
ー
場
災
害�

　
四
月
二
十
五
日
、
御
机
区
長
の
川
上
仁
さ
ん
と
川

上
富
夫
さ
ん
が
来
庁
さ
れ
、
集
落
か
ら
の
申
入
書
が

竹
内
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。�

　
申
し
入
れ
は
「
奥
大
山
ス
キ
ー
場
の
本
年
度
借
地

料
を
集
落
は
受
け
取
ら
な
い
の
で
、
町
が
検
討
し
て

い
る
雪
崩
防
止
施
設
の
資
金
の
一
部
に
充
て
て
欲
し

い
。」と
い
う
内
容
で
し
た
。�

　
竹
内
町
長
は
「
大
変
悲
惨
な
災
害
で
し
た
。
再
発

防
止
の
検
討
を
専
門
家
を
交
え
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

雪
崩
防
止
施
設
の
費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
集
落
皆
様
の
ご
好
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。�

　
町
営
バ
ス
老
朽
車
輌
の
入
れ
替
え
の
た
め
、
二
十

九
人
乗
り
の
小
型
バ
ス
を
一
台
導
入
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
バ
ス
の
側
面
と
後
面
に
は
、
桜
の
絵
画
が
ラ

ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
図
柄
は
、
下
安
井
の
宮
本
喜
代
子
さ
ん
の
油

絵
作
品
「
桜
」
を
、
ご
好
意
に
よ
り
提
供
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。�

　
今
後
と
も
、
お
出
か
け
の
際
は
、
町
営
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。�

　
四
月
二
十
六
日
、
竹
内
町
長
と
住
谷
自
衛
隊
鳥
取

地
方
協
力
本
部
長
か
ら
、
三
名
の
募
集
相
談
員
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
交
付
式
で
竹
内
町
長

は
、
「
東
日
本
大
震
災

で
復
興
支
援
に
従
事
さ

れ
る
自
衛
官
を
テ
レ
ビ

で
見
る
時
、
大
変
心
強

く
感
じ
ま
す
。
自
衛
官

を
希
望
さ
れ
る
方
の
相

談
に
、
あ
た
っ
て
く
だ

さ
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
住
谷
自
衛
隊

鳥
取
地
方
協
力
本
部
長
か
ら
、
「
皆
さ
ん
の
力
を
お

借
り
し
て
、
自
衛
官
へ
の
理
解
を
、
さ
ら
に
高
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
　�

�

　
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員
の
方
に
は
、
２
年
間
、
自

衛
官
募
集
の
た
め
の
広
報
・
宣
伝
や
情
報
提
供
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

�

　
相
談
員
は
次
の
方
々
で
す
。�

赤
井
市
郎
さ
ん
（
新
一
）�

竹
茂
一
伸
さ
ん
（
尾
之
上
原
）�

細
田
清
則
さ
ん
（
半
の
上
）�

▲八重桜�

　満開（明倫小学校の桜）�▲
�



住宅用火災報知器�
の設置はお済みですか？�

　消防法の改正により、平成23年５月31日(火）まで

に、すべての住宅への設置が義務付けられました。�

火災による死亡原因のトップは、逃げ遅れによるも

ので、夜間に多く発生しています。�

　住宅用火災報知器の設置により、火災の早期発見、

被害の縮小が期待できます。�

　皆さんの大切な「生命・財産」を火災から守るため、

早めに設置しましょう。�

【お問い合わせ先】�

　江府消防署：77－2001�

　役場総務課：75－2211

地デジの準備はお済みですか？�
～鳥取県テレビ受信者支援センター（デジサポ鳥取）～�

　アナログテレビ放送が、今年の７月24日（日）で

終了します。そこで、デジタル化への相談・説明等で、

相談員が下記日程で江府町内を巡回します。�

　　　　　　　　　　記�

平成23年５月16日（月）から20日（金）まで�

【お問い合わせ先】�

　鳥取県テレビ受信者支援センター�

　　　　　電話：0857－36－9190�

★相談員は、黄色のユニホームを着用し身分証を携

行します。�

★訪問の際、金品を請求する事は絶対ありません。�

訪問買取業者・還付金詐欺に注意!!
　県内で、貴金属の訪問買取業者とのトラブルや、還付金詐欺被害が多数発生しています。�

○貴金属の訪問買取�

　電話や突然自宅を訪問し、「貴金属を売って欲しい」と持ち掛け代金を払います。�

　一度売り渡してしまうと取り返すことが困難なため、しっかりと考えて売買しましょう。�

○還付金詐欺�

　「医療費などの還付金がある」と電話し、携帯番号をまず聞き出します。近くのＡＴＭ（現金自動預け払

　い機）へ行かせ、携帯で不慣れな機械操作を指示し、お金を振り込ませる手口です。還付金をキャッシュ

　カードやＡＴＭで返すことは絶対にありません。�

7 平成23年５月号�

怪しい！と感じたら、警察や役場に相談してください。�

◎黒 坂 警 察 署：74－0110�

◎役場町民生活課：75－3223

防災無線個別受信機を使用した試験放送について�

毎月１日と15日�
ご理解と御協力をお願いします。�

※受信できない場合は、必ず�
　役場総務課までご連絡くだ�
さい。　電話75－2211

　緊急・災害時に対応するため、毎月1日と

15日、朝・昼・夜の定時放送終了後、防災無

線個別受信機を使用した試験放送を行います。

放送が受信できない、聞き取りにくいなど支

障がありましたら、役場総務課まで必ずご連

絡ください。�



お知ら
せ

お知ら
せ�

お知ら
せ

お知ら
せ�

お知ら
せ� ５月５月3131日は日は、�

世界禁煙デーです世界禁煙デーです�
５月31日は、�

世界禁煙デーです�
　毎年５月31日は、世界保健機関（ＷＨＯ）が定める「世界禁煙デー」です。�

　厚生労働省では、５月31日から６月６日を「禁煙週間」と定め、普及啓発を

行っています。�

■　世界禁煙デー・禁煙週間の期間�
　世界禁煙デー：５月31日（火）�

　世界禁煙週間：５月31日（火）～６月６日（月）�

�

■　2011年の禁煙週間のテーマ�
　「みんなで知ろう！たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約」�

　（参考）WHOのテーマ：「たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約」�

■　鳥取県西部でのイベント�

「世界禁煙デー」に合わせて、下記のとおりイベントが開催されます。�

　①日　時：平成２３年５月２９日（日）�

　②場　所：イオン日吉津ショッピングセンター　１階ふれあいコート�

　③主　催：世界禁煙デー　in　米子実行委員会�

●たばこが健康に及ぼす悪影響から、現在および将来の世代を保護することを目的として、たばこ

　に関する表示等の規制や、たばこ規制に関する国際協力について定めたものです。�

●主な内容�

　・職場や公共の場でたばこの煙にさらされることからの保護をする�

　・たばこの包装やラベルへの健康警告表示を30％以上にする�

　・たばこの広告や販売促進を禁止・制限をする�

　・未成年者へのたばこの販売を禁止する措置をとる　　など�

●日本は、平成16年6月8日に、この条約を受諾しています。�

「たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約」とは�

【イベントに関する問い合わせ先】�

　　　　西部総合事務所福祉保健局（米子保健所）　電話：0859－31－9319�
�

【その他、禁煙相談などの問い合わせ先】�

　　　　役場福祉保健課　電話：75－6111

8平成23年５月号�
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妊婦さん参加募集!!

子どもたちの未来のために鳥取県西部でエコチル調査が行われます☆�

（エコチル調査：子どもの健康と環境に関する全国調査）�

●　エコチル調査とは、環境省が行う、化学物質、生活環境が子どもの発育にどう影響を与えるのか科学的に明らか

　　にするものです。�

●　調査対象者：2011年（平成23年）８月１日以降　出産予定の方�

●　調査の流れ：登録（同意書記入）�

　　　　　　　　⇒妊娠中（アンケート、採血など）�

　　　　　　　　⇒出産時（アンケート、採血、へその緒の血液採取など）�

　　　　　　　　⇒お子さまが13歳になるまで（アンケート、お子さまの発育および健康状態の把握）�

●　参加者の特典�

　　　ご協力いただくことに関して、謝礼（金券）をお渡しいたします。�

　　　育児相談、必要時に病院の紹介をいたします。�

詳しくは、協力医療機関（米子市内の7か所の産婦人科医院・病院※１）でリサーチ・コーディネーターがお話しします。�

※１：母と子の長田産科婦人科クリニック、中曽産科婦人科医院、ミオ・ファティリティ・クリニック、井田レディースクリニック、

　　　鎌沢マタニティークリニック、博愛病院、鳥取大学医学部付属病院�

　　　　　　　　　　　　　　　　参加ご協力よろしくお願いします！！�

問合せ先：鳥取大学医学部　エコチル調査鳥取ユニットセンター�
電話：0120－415－177（9時～１７時の平日のみ）�

［引用・参考］歯とお口からはじめるアンチエイジング：8020推進財団�

６月４日～６月10日は「歯の衛生週間」です!!
「歯の衛生週間」は、日本歯科医師会が定めている週間です。歯の衛生に関する正しい知識を身に付け、

歯の寿命を延ばしていきましょう。�

むし歯や歯周病、矯正、入れ歯のこと等、定期的に歯医者さんに相談しま
しょう。�
80歳まで20本の歯を残すために、今から歯の健康を守っていきましょう♪�

いがいに知らない「歯」の役割!!??

歯並びが悪いと、サ行やタ行等が発音しにくくなったり、英語の発音がしにくくなることがあります。正しい発
音、ひいてはスムーズなコミュニケーションのためにも、歯並びが重要になります。きれいな歯並びを維持する
ためには、むし歯や抜けてしまった歯等は放置しないで早めに治療することが大切です。�

コミュニケーションにも大切な歯並び�

噛むために必要なのはあごの筋肉だけではありません。首すじ、胸、背中にある12種類の筋肉を動かします。歯
をしっかり噛みしめると体に力が入り、重たいものなども持ち上げられるようになります。また、歯は体のバラ
ンス感覚にも大きな影響を及ぼすと言われています。因果関係は明らかにされていませんが、入れ歯を入れてい
るときの方が、歩くリズムが安定すると言われています。�

運動する上でも大切になる歯�



Hello again everyone,�
How have you been? I've been great! I'm so happy to see the weather finally warming up and am 
excited for the start of the new school year. The way the teachers change schools in Japan seems 
strange to me. In America a teacher will often stay at one school for their entire career. Meeting the 
new teachers and students has been fun. I have also started teaching an English conversation class 
here in Kofu on Thursday evenings.�
Soon I will be taking a vacation and travelling around Japan with my friend who is visiting from America. 
We will go to Tokyo, Kyoto and Osaka. After that, I will be going back to America for a week to visit 
my family. I haven't seen them in almost eight months and am very excited to meet with them.�
�
こんにちは。�
みなさんお元気でしょうか？私はとても元気です。やっと温かくなり気分も明るくなってきて、学校では
新学期を迎えて、とてもワクワクした気分でいるところです。�
ところで、日本の先生達がこの時期に異動をするというシステムは、ちょっと私には不思議な気がしてい
ます。アメリカでは、一生をひとつの学校で努めるということはよくあることなのですから…。ただ、新
しい先生たちや子どもたちとの出会いはとても楽しいことです。私も、ここ江府で毎週木曜の夕方の英会
話教室を始めたところです。�
さて、もう少ししたら休みを取って、アメリカの友人と一緒に日本国内を旅行しようと思っています。東
京や京都、大阪を訪れるつもりですが、その後、一週間程度アメリカに住んでいる家族の元へ帰ろうかと
思っています。何しろ、８ヶ月間も会っていないのですから、久し振りに家族に会えると思うととても興
奮しています。�

カイル先生のほのぼのコラム⑧

　
四
月
よ
り
江
府
町
教
育
委
員

会
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

景
山
敬
文
（
か
げ
や
ま
た
か
ふ
み
）

と
い
い
ま
す
。�

　
昨
年
度
は
江
府
小
の
三
年
担

任
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
江
府
町
は
江
尾
小
三
年
、

江
府
小
二
年
と
合
計
五
年
間
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。
江
尾
小
の

閉
校
を
見
届
け
、
新
生
江
府
小

を
子
ど
も
達
と
と
も
に
歩
み
始

め
る
と
い
う
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
社
会
に
出
て
か
ら
の
二
十
数
年
、

学
校
と
い
う
職
場
の
担
任
と
い

う
仕
事
し
か
知
り
ま
せ
ん
の
で
、

慣
れ
な
い
仕
事
に
四
苦
八
苦
な

が
ら
、
勤
務
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
も
っ
と
も
、
現
場
の
教

員
が
教
育
委
員
会
に
勤
務
す
る

と
い
う
の
は
、
こ
こ
数
年
の
流

れ
で
も
あ
り
、
本
町
で
も
下
村

先
生
、
瀬
尾
先
生
（
ど
ち
ら
も
、

現
在
江
府
小
に
勤
務
）
が
教
育

委
員
会
に
お
ら
れ
た
こ
と
は
ご

存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
行
政
と
学
校
が
密
に

連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
に
な

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
さ
て
、
江
府
小
も
統
合
三
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
統
合
の
慌

た
だ
し
さ
も
薄
れ
、
「
江
府
小
」

と
い
う
名
前
も
耳
に
馴
染
ん
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
先
日
、

参
観
日
に
行
か
せ
て
い
た
だ
い

た
と
き
も
、
新
学
期
が
始
ま
っ

て
一
週
間
足
ら
ず
で
し
た
が
、

ど
の
学
年
も
落
ち
着
い
て
学
習

に
臨
ん
で
い
る
姿
に
感
心
し
ま

し
た
。�

　
江
府
町
は
、い
よ
い
よ
保
育
園
・

小
学
校
・
中
学
校
が
一
つ
と
い

う
体
制
で
保
育
や
教
育
が
行
わ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
が
連
携
を
深
め
「
江
府

の
子
ど
も
育
て
る
」
と
い
う
同

じ
気
持
ち
で
子
ど
も
達
に
接
し

て
い
く
こ
と
が
、
よ
り
一
層
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
保
育
園

と
学
校
、
小
学
校
と
中
学
校
、

学
校
や
保
育
園
と
行
政
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
が
深
ま
る
こ

と
が
、
子
ど
も
達
の
力
に
結
び

つ
い
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
子
ど
も
達
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
、
も
う
一
つ

大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の
方
の

支
え
で
す
。
自
然
に
恵
ま
れ
、

温
か
い
人
間
関
係
が
育
ま
れ
て

い
る
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
達

が
江
府
町
を
好
き
に
な
り
、
楽

し
ん
で
学
習
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
支
え
が
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。
江
府
町
で

は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
「
地

域
教
育
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
「
学

校
お
助
け
隊
」
に
よ
る
学
校
支

援
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
さ
ら
に
そ
の
支
援
の
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

　
保
育
園
・
学
校
・
行
政
・
地

域
が
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
、
連

携
が
一
層
深
ま
る
よ
う
、
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。�

　
江
府
町
の
新
規
採
用
職
員
と

し
て
、
初
心
を
忘
れ
ず
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
に
は
、
ご
協
力
や
お
願
い

を
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。�

は
じ
め
ま
し
て
、
景
山
で
す

は
じ
め
ま
し
て
、
景
山
で
す
。�
は
じ
め
ま
し
て
、
景
山
で
す
。�
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学校お助け隊のPR活動中�
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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
学
校

や
保
育
園
で
は
、
子
ど
も
達
の
歓

声
が
響
い
て
い
ま
す
。�

　
学
校
お
助
け
隊
で
は
、
子
ど
も

達
が
安
全
に
下
校
で
き
る
よ
う
、

下
校
時
間
に
合
わ
せ
た
見
守
り
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
バ
ス
停
や
横

断
歩
道
な
ど
、
危
険
と
思
わ
れ
る

ポ
イ
ン
ト
に
立
っ
て
子
ど
も
達
を

見
守
り
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
し

ば
ら
く
子
ど
も
達
と
歩
い
て
様
子

を
見
て
下
さ
る
方
も
あ
り
、
子
ど

も
達
は
安
心
し
て
下
校
で
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。�

����������

　
ま
た
、
今
年
度
は
、
図
書
館
情

報
シ
ス
テ
ム
の
登
録
の
た
め
、
各

学
校
や
保
育
園
の
図
書
室
に
あ
る

本
に
バ
ー
コ
ー
ド
を
つ
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

数
千
冊
の
本
す
べ
て
に
バ
ー
コ
ー

ド
を
貼
る
の
は
か
な
り
大
変
な
作

業
で
す
。
そ
こ
で
、
学
校
お
助
け

隊
の
み
な
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

図
書
室
に
出
向
い
て
、
作
業
の
手

伝
い
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。�

�����������

　
支
援
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
学
校
お
助
け
隊
で
は
、
今
後
も

引
き
続
き
下
校
支
援
や
環
境
整
備
、

児
童
生
徒
の
学
習
活
動
の
支
援
な

ど
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。�

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

ね
が
い
し
ま
す
。�

【
お
問
い
合
わ
せ
】�

学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局�

　
　
　
　
　
七
五
‐
二
二
二
三�

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

通学支援：小江尾バス停�

図書室でのバーコード貼りつけ作業�

町民の皆さんから日頃の生活の中で気づかれた、何かほっとしてやさ

しい気もちになれる、そんな思いが輪になって広がっていく…そんな

お話をお寄せいただくコーナー。�

3月に発生した東日本を中心とした未曾有の災害。一瞬にしてさらわれ

た住み慣れた土地での穏やかな暮らし。優しい、いとしい人との永遠

の別れ。自然が私たちにつきつけたこんなにもきびしい現実。こんな

時だからこそ、みんながつながって、誰もが少しでも温かい気もちで日々

がおくれますように.......

　90歳になる、おばあちゃんがこの頃少し変な感じになってきた。仲よしだった人も誰だか思い出せない。

近所の方からいただきものをしても、誰からいただいたのか夕方には忘れてしまう。あんなに頑張って孫の

子守や家事をしてくれていたおばあちゃんなのに………。�

　他人事のように思っていたことが、にわかに自分事になってきて、どうしたものか？と内心思いめぐらせ

ていた。ちょうどそんな時、私の近くの先生が小学校5年生の国語の教科書に載ってるお話をお教えくださり、

「いい話で、癒されますよ。」とひと言。早速ページをめくると、こんなお話です。�
�

　ぼくがおじいちゃんとお散歩していた赤ちゃんの頃、家の周りをのんびり歩くだけなのに、遠くの山や川

を冒険するような楽しさにあふれていた。�

　でも新しい発見や出会いがふえるだけ困ったことや怖いことにも出会うようになった。だけどそのたびに、

おじいちゃんが助けてくれて、ぼくの手をにぎっておまじないのように「だいじょうぶ、だいじょうぶ。」

とつぶやくのでした。それは、この世の中めったに危ないことには会わないし、言葉が分らなくても心が通

じることもあるってことでした。「だいじょうぶ、だいじょうぶ。」ぼくとおじいちゃんは何度その言葉を

くり返したことでしょう。その後、ぼくはずいぶん大きくなりました。おじいちゃんは、ずいぶん年を取り

ました。だから今度はぼくの番です。おじいちゃんの手をにぎり、何度でも何度でも繰り返します。「だい

じょうぶ、だいじょうぶ。」だいじょうぶだよ、おじいちゃん。�
�

　教科書の中の「ぼく」に温かい気持ちとずいぶん力を貰った気がします。うちのおばあちゃんに言ってあ

げようと思います。「だいじょうぶよ、おばあちゃん。」って。　　　　　　　　(ペンネーム：よもぎもち）�

　…このコーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。教育委員会人権同和対策室までお寄せく

ださい。�

「だいじょうぶ、だいじょうぶ」�

和い輪いひろば⑫�

人権コーナー�
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　江府町体育協会では、前年度（H22．4．１～23．3．31）に功績のあった方を対象に、「江府町体育協会表

彰規程」によりスポーツ表彰を行います。�

　現在、町内小・中学校、西部地区の高校、また町内の各団体に照会し情報をいたただいていますが、少し

でも多くの情報を求めています。�

　家族や近所に該当すると思われる方がある場合は、5月31日（火）までに、江府町体育協会事務局（75－

2005）へご連絡ください。�

【対象者】�

　①　県大会の優勝者�

　②　中国大会、山陰大会の上位入賞者�

　③　全国大会以上の大会の出場者�

　
四
月
十
八
日
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園

に
お
い
て
第
十
八
回
江
府
町
春
季

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
二
十
九
人
の
参
加
者
が
技

を
競
い
合
い
ま
し
た
。�

　
大
会
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り

空
で
し
た
が
、
心
配
さ
れ
た
雨
も

な
く
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
満
開

の
桜
を
見
な
が
ら
気
持
ち
よ
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
休
憩
中
や
ホ
ー
ル
と
ホ
ー

ル
の
合
間
な
ど
に
、
冗
談
話
を
交

え
た
り
、
持
ち
寄
っ
た
お
菓
子
を

食
べ
た
り
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し

た
。�

　
本
年
度
は
江
府
町
で
郡
民
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
郡

民
体
育
大
会
出
場
を
か
け
て
真
剣

に
プ
レ
ー
し
、
あ
ち
こ
ち
で
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
の
歓
声
が
あ
が
る
な

ど
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。�

�

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

優
　
勝
　
板
垣
　
隆
久
さ
ん�

　
　
　
　
（
二
十
七
打
　
Ｈ
３
）�

準
優
勝
　
梅
林
　
亮
一
さ
ん�

　
　
　
　
（
三
十
六
打
　
Ｈ
２
）�

第
三
位
　
板
垣
　
孝
子
さ
ん�

　
　
　
　
（
三
十
六
打
　
Ｈ
１
）�

　
　
　
※
Ｈ
＝
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン�

江府町体育協会　スポーツ表彰�

上位入賞された皆さん�

第1818回　江府町春季回　江府町春季�
グラウンドゴルフ大会グラウンドゴルフ大会�
兼　郡民体育大会予選会兼　郡民体育大会予選会�

第18回　江府町春季�
グラウンドゴルフ大会�
兼　郡民体育大会予選会�

新年度スポーツ大会の�
幕開け！�

新年度スポーツ大会の�
幕開け！�

水泳指導講習会の開催�
　江府町教育委員会では、子供たちに水泳を教える方を対象にした水泳指導講習会を開催します。�

　各ご家庭において子供たちに水泳を教えるうえでも役立つ内容となっていますので、興味のある方はお気

軽にご参加ください。�

　正しい指導方法を学び、町内の子供たちに水泳の楽しさを教えてみませんか。�

　●講　　師　吉田　英二さん（米子スイミングスクール　主任コーチ）�

　●対　　象　江府町内に在住、または勤務する方で水泳に興味のある方�

　●日時（予定）　平成23年6月1日（水）　午後7時から�

　●場　　所　江府町防災･情報センター�

　●問合せ先　江府町教育委員会　社会教育室（電話：75－2005）�

水泳教室補助員の募集�
　江府町体育協会水泳部では、小学校の夏休み期間中に開催する「初級水泳教室」を手伝っていただける方

を募集しています。�

　主な役割は、参加児童の安全確保と指導の補助です。泳げる方であれば、講師経験等は問いません。�

　詳しくは、江府町体育協会事務局（電話：75－2005）までお問合せください。�



5月の本棚�5月の本棚�5月の本棚�
～町立図書館より～�

♪江府町立図書館♪�
平日　8：30～19：00�

土日祝　8：45～17：30

開館時間�

TEL　75－2005

＊＊＊ご存知ですか？ 大活字図書＊＊＊�
「大活字図書」とは、通常の書籍よりも大きな字で印刷され
た図書のことです。通常の書籍よりも字が大きく行間に余裕
があるため、視力の弱い方・活字離れの傾向がある方にも読
みやすくなっています。今回、この大活字図書を多く蔵書に
加えました。�

↑大活字図書の文字はこの大きさ！↑�

あたらしく入った大活字図書一覧�

↓ここまで大きな文字の本も！↓�

　近々、さらに大活字図書の補強を予定し�
ていますので、ぜひご利用ください！�

○小説�
信長の棺／加藤　廣�

牛込御門余時／竹田真砂子�

榎本武揚／安部公房�

生家へ／色川武大�

眠る鯉／伊集院静�

硝子のハンマー／貴志祐介�

馬上少年過ぐ／司馬遼太郎�

五人女捕物くらべ／平岩弓枝�

いつか王子駅で／堀江敏幸�

陰の絵図／新宮正春�

男子の本懐／城山三郎�

ぼんくら／宮部みゆき�

瑠璃色の石／津村節子�

君を見上げて／山田太一�

灰の男／小杉健治�

恋に散りぬ／安西篤子�

○その他文学・エッセイ等�
銀座諸事折々／鈴木真砂女�

ひとり旅は楽し／池内紀�

はずれの記／宮尾登美子�

散りぎわの花／小沢昭一�

こころの天気図／五木寛之�

英国に就いて／吉田健一�

○情報�
遠い朝の本たち／須賀敦子�

○哲学�
長さではない命の豊かさ／日野原重明�

○歴史�
昭和史七つの謎／保坂正康�

○自然科学�
感動する脳／茂木健一郎�

春の数え方／日高敏隆�

○料理�
寿司屋のかみさんおいしい話／佐川芳枝�

照柿／高村　薫�

鬼女の鱗／泡坂妻夫�

セント・メリーのリボン／稲見一良�

澪つくし／明野照葉�

螺旋階段のアリス／加納朋子�

楽園後刻／甘糟幸子�

駆けこみ交番／乃南アサ�

海狼伝／白石一郎�

長城のかげ／宮城谷昌光�

周公旦／酒見賢一�

秘太刀馬の骨／藤沢周平�

お鳥見女房／諸田玲子�

江戸打入り／半村良�

ジョゼと虎と魚たち／田辺聖子�

東京少年／小林信彦�

仇討ち／池波正太郎�

子づれ兵法者／佐江衆一�

13 平成23年５月号�



江府町特産物直売所「みちくさ」からのお知らせです�
　より便利になりました！水曜日の定休日を試験的に廃止し、毎日営業していますので、皆さんお誘
いあわせのうえお越しください。お待ちしています。�
みちくさ開設９周年記念イベント開催�
　開催日　５月22日（日）　午前９時から午後５時�

　○特典　来場者には、つきたて「草もち」をサービス！�

　　　　　また、当日は、「あんもち」の販売をおこないます。�

　　　　　※数量に限りがあります。お早めにご来場ください。�

　　　　　【問い合わせ先】「みちくさ」　電話75－2032

内閣総理大臣の書状を贈呈します�
請求期限が２年延長され、平成25年3月31日まで延長されました。�

�　先の大戦において、外地等（事変地の区域又は戦地の区域）に派遣され戦時衛生勤務に従事された、旧日

本赤十字社救援看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の方（慰労給付金受給者は除く）に対して、その御苦労に報

いるため内閣総理大臣名の書状を贈呈しております。�

　詳しくは下記お問い合わせ先までご連絡ください。�

◆ご本人または御家族などからの御連絡をお待ちしております。�

　【問い合わせ先】　〒100－8926　　東京都千代田区霞が関２－１－２�

　　　　　　　　　　総務省大臣総務課管理室　業務担当�

　　　　　　　　　　電話　03－5253－5182（直通）　　FAX　03－5253－5190

鳥取環境大学公開講座受講者募集�

　今年に入って「IP（アイピー）アドレスがなくなる」

という話題が一般の新聞にも載るようになりました。

アドレスが枯渇するとどうなるのでしょうか。どうい

う対策が考えられているのでしょうか。自宅や会社の

インターネット接続はどうなるのでしょうか？パソコ

ンは買い換えないといけないのでしょうか？インター

ネットのアドレス枯渇問題とその対策、そして今後の

インターネットの展望について基礎からやさしく解説

します。�

　鳥取環境大学では、社会貢献の一環として、広く県民のみなさまを対象とした公開講座を実施します。�

平成23年度鳥取県食の安全モニター募集�
　鳥取県では、食品の取扱いや商品表示状況の監視と不適正な取扱いや表示に関する情報を提供していただ

くモニターを募集しています。�

　○資　　格：県内居住の満20歳以上の方で、県が行う食品に関する研修会に参加可能な方�

　○募集人数：50名（申し込み多数の場合委嘱されない場合があります）�

　○応募期間：平成23年４月27日（水）から６月10日（金）（当日消印有効）�

【問い合わせ先】　西部総合事務所生活環境局生活安全課�

　　　　　　　　　電話　0859－31－9321

自動車の不具合情報をお寄せください�
　国土交通省では、迅速なリコールの実施やリコール隠し等の防止のため、「自動車不具合情報ホットライン」

を通じて、皆様のお車に発生した不具合情報を収集しています。お車に不具合が生じた際には、情報をお寄

せください。�

○フリーダイヤル　0120－744－960（平日・日中）�

○自動音声　　　　03－3580－4434（年中無休・24時間）�

ホームページ　www.mlit.go.jp/RJ/

事業主および従業員のみなさんへ�
“ジョイサポートよなご”会員の募集�

　中小企業の社員の福祉向上を目的に設立された　米子市勤労者福祉サービスセンター（愛称：ジョイサポ

ートよなご）の会員を募集しています。このセンターは、会員となることにより様々な福利厚生サービスを

受けることができます。この機会にぜひ入会してみませんか。�

○福祉事業：健康診断の助成、慶弔給付金、旅行の補助、チケットの割引、各種教室開催など�

○入会条件：鳥取県西部地区に事業所がある中小企業及び各種団体で働く従業員と事業主�

○会　　費：月額1,000円/１名　○年 会 費：1,200円/１名�

【お問い合わせ先】�

　財団法人　米子市勤労者福祉サービスセンター�

　米子市中町20（旧米子市役所３階）�

　電話（0859）38－1122　ホームページhttp://www.yonago-sc.com/

「第11回SUN－IN未来ウオーク」参加者募集�

参加資格：健康な状態で参加できる方。（小
学生以下は保護者の、障がいのある方は
付添いの方の同伴をお願いします。）�
参 加 費：1,500円（当日2,000円）�
　　　　　高校生以下無料�
　　記念品、参加バッジを用意しています。�
事前申込：平成23年５月23日（月）必着�
【お問い合わせ先】�
未来ウオーク実行委員会　�
　電話・FAX　0858－22－8999�
ホームページ�
　http://wwww.npo-mirai.net/mirai-walk/

INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……NFORMATION……NFORMATION

14平成23年５月号�15 平成23年５月号�

○講　　師：情報システム学科　齊藤明紀教授�
○開講日時：平成23年６月11日（土）�
　　　　　　午前10時30分から12時まで�

「インターネットと身近な環境�
　　 　－ipアドレス枯渇問題と今後－」�

鳥取県中部地域のえーもん（食、自然、歴史など）を�
ゆっくり、しっかり、うっとりと楽しむ旅ウオーク。�

コース名�

八犬伝・国鉄廃線跡コース�

コナン・小泉八雲コース�

遥かなまち倉吉コース�

韓国ドラマロケ地コース�

出発式� スタート�受付開始�距離�

40㎞�

24㎞�

10㎞�

6：30

7：00

9：00

6：45

9：15

10：10

7：00

9：30

10：30
5㎞�

4
6/

日�
（土）�

コース名�

ロハス東郷池コース�

大平山・燕趙園コース�

淀屋・福の神コース�

韓国ドラマロケ地コースおかわり！�

出発式� スタート�受付開始�距離�

距離� 集合時間� 集合場所� 参加費�
5㎞� 9：00 倉吉駅� お１人様　5,000円�

30㎞�

20㎞�

10㎞�

6：30

7：00

9：00

6：45

7：40

10：10

7：00

8：00

10：30
5㎞�

5
6/

日�
（日）�

66/ （月）�

コース案内(10㎞以上のコースは全て「美しい日本の歩きたくなるみち500選」認定！）�
両日とも親子で打吹山を散策する「歩育コース」もあります�

せっかくウォーク　国宝三徳山・三朝温泉満喫コース�

国宝投入堂と三朝温泉をゆったり巡る、入浴と食事つきのお値打ちコース�
開催時刻(予定)参加費�
16：00～�お１人様　2,000円�46/ （土）�

交流会のご案内�
ウォーキングの後、倉吉レトロエリアで�
交流の時を過しませんか？�

会場：今井書店「本の学校」２階多目的ホール�
※受講料無料ですが、事前申込みが必要です。�
【問い合わせ先】鳥取環境大学企画広報課�
電　話：0857－38－6704　FAX：0857－38－6709�
メール：kouryu@kankyo-u.ac.jp



ハローワークハローワークからから求人情報求人情報�ハローワークから求人情報�

　ハローワーク根雨では、地域と職種ごとに求人を区分して公開カードを提示しています。�

県外での就職を希望される方は、相談窓口のコンピュータで検索もできます。�

　ハローワーク根雨の管轄の町別の求人情報は、毎月２回第２、第４火曜日に発行しています。�

また、ハローワーク米子の情報も提供しています。�

　インターネットにより全国のハローワークの求人情報（毎日更新）を検索できます。�

　http://www.hellowork.go.jp�

　ハローワーク根雨では、仕事に関する相談をお受けします。お気軽にご相談ください。�

●求人情報・採用に関することなどは米子公共職業安定所根雨出張所 (電話72-0065) へ連絡して下さい。�

●広域隣保活動・児童館事業の参加希望者は、本五集会所（７５－２６２４）へ連絡して下さい。�

江府町人権同和問題啓発標語�

江府小学校１年　うめだ　り　さ　手をつなごう　いつもいっしょに　あそぼうよ�
江府小学校１年　きっ川　り　り　なかよしは　ともだちたくさん　できること�

学校名、学年は応募があった平成22年度時点で掲載しています。�

行� あ� こ�事� れ� れ�
都合により、日程が変更される場合があります。�5月� 6月�

16平成23年５月号�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �
�

16�
�
�

17�
�

18�
�

19�
�

20�

21�

22�
�

23�

�
�

24�

�

25�
�

26�
�

27�
�

28�
�

29�

30�

31

�

月�
�
�

火�
�

水�
�

木�
�

金�

土�

日�
�

月�

�
�

火�

�

水�
�

木�
�

金�
�

土�
�

日�

月�

火�

防災・情報センター�

町民グランド～江府中�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

�

子供の国保育園�

江尾診療所�

防災・情報センター�

江府小学校�

運動公園テニスコート�

運動公園総合グラウンド�

江府中学校�

子供の国保育園�

防災情報センターほか�

防災・情報センター�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

�

運動公園テニスコート�

防災・情報センター�

運動公園テニスコート�

�

子供の国保育園�

13：30～15：30�

14：30～15：30�

10：00～11：30�

�

�

10：00～11：30�

�

14：00～15：30�

9：00～15：00�

13：00～17：00�

18：30～�

�

10：00～11：30�

10：00～15：00�

13：30～15：30�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

19：00～20：30�

�

13：00～17：00�

13：30～15：30�

13：00～17：00�

�

10：00～11：30

公民館講座（墨彩画）�

江府中校内マラソン大会�

ふれあいデー�

ポリオ予防接種�

�

ふれあいデー�

もの忘れ外来�

公民館講座（フラダンス）�

江府小運動会�

職域対抗ソフトテニス大会（練習）�

�

江府中授業・部活動参観日�

ふれあいデー�

明徳学園�

公民館講座（写真）�

公民館講座（樹脂粘土）�

ふれあいデー�

公民館講座（ヒップホップ）�

�

職域対抗ソフトテニス大会（練習）�

公民館講座（和紙折り紙）�

職域対抗ソフトテニス大会（練習）�

�

ふれあいデー�

受付�
13：00～13：30

受付�
13：00～16：00

(授業)14：55～15：45�
(部活)16：25～�

職域・グループ対抗レクリエーション�
（ソフトボール）大会開会式�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

1�

�

2�

�
�

3�
�

4�

5�

6�

7�
�

8�

�

�

9�

�

�
�

10�

�

11�

12

水�

�

木�

�
�

金�
�

土�

日�

月�

火�
�

水�

�

�

木�

�

�
�

金�

�

土�

日�

水泳指導講習会�

ふれあいデー�

もの忘れ外来�

第22回職域対抗ソフトテニス大会�

赤ちゃん健診・BCG予防接種�

第22回職域対抗ソフトテニス大会�

�

�

第26回実年ソフトボール大会開会式�

ふれあいデー�

狂犬病予防注射（補足）�

公民館講座（書道）�

ふれあいデー�

家族の会�

公民館講座（ヒップホップ）�

５歳児健診�

５歳児健診�

ぼちぼち倶楽部�

公民館講座（いけばな）�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

江尾診療所�

運動公園テニスコート�

総合健康福祉センター�

運動公園テニスコート�

�

�

運動公園総合グラウンド�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

防災・情報センター�

19：00～21：00�

10：00～11：30�

�

18：30～22：00�

�

19：00～22：00�

�

�

18：30～�

10：00～11：30�

13：10～13：30�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

19：00～20：30�

�

�

13：30～15：30�

19：00～20：30

受付�
13：00～16：00

受付�
13：00～13：30

受付�
12：45～13：00
受付�
12：45～13：00



《５月の納税は》�

・固定資産税�

納期限は５月31日(火)です。�
（口座振替は５月31日）�

�

�

◎お誕生おめでとう�

(住　所）　（氏　名）　（性別）（保護者）�

美女石　岡本　麗華　女　　 峰夫�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

一　旦　宇田川　勝　73歳　　  聡�

尾之上原　宮本美代子　93歳　　本人�

佐　川　住田　義光　86歳　　拓郎�

池の内　山本　和枝　87歳　 加藤育夫�

袋　原　清水　亮祐　93歳　　祐右�

小江尾　篠田　　武　75歳　　成一�

久　連　　岡　定子　101歳　　秀司�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　1,909日　（５月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　  　  168日　（５月１日現在）�

ご　寄　付�

納付期限�
５月分　�
平成23年６月30日まで�

　日本年金機構から送られ�

ている納付書を添えて金融機�

関でお支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上�

記期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（４月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　助　沢　加藤　義弘　本人退院�

　　美　用　下垣　研一　本人退院�

　　美　用　下垣　恭子　本人退院�

　　杉　谷　末次　輝夫　本人退院�

　　本　五　中前ひでこ　本人退院�

◎香典返しとして�

　　小　原　谷口　一郎　母トシ　死去�

　　一　旦　宇田川　聡　父勝死去�

　　佐　川　住田　拓郎　祖父義光死去�

　　池の内　藤原　茂子　母宮本美代子死去�

　　池の内　加藤　育夫　母山本和枝死去�

　　袋　原　清水　祐右　父亮祐死去�

町の人口　3,474人（－11）�

男　1,622人（－４）�

女　1,852人（－７）�

�

世帯数　1,136世帯（－１）�

�

４月末現在（　　）は前月比�

４月届�
（敬称略）�

人の動き�

江府町農業委員会委員一般選挙�

投票日　平成23年７月10日（日）�

江府町選挙管理委員会からのお知らせ�

　５月11日（水）から20日（日）まで春の全国交通安全運動が実施

されます。�

　自動車で歩行者の近くを通行するときは特に気をつけましょう。ま

た、無理な運転を避け、疲れを感じた時にはスピードを控え、早めに

休憩を取りましょう。�

　交通安全に気をつけて、“事故のないまちづくり”推進にご協力を

お願いします。�

春の全国交通安全運動実施中！�

◎開催期間　平成23年５月５日（木・祝）～６月２日（木）�

　　　　　　《会期中無休》�

◎開館時間　午前１０時から午後６時（入館は午後５時半まで）�

◎観 覧 料　一般・大学生：800円　中・高校生：500円�

　　　　　　小学生以下：無料�

【お問い合わせ先】　�

　　米子市美術館　電話0859－34－2424

17 平成23年５月号�

「昭和の家族」－きずな－�

安部朱美創作人形展�

《ちゃぶ台囲んで》2009年　撮影：後　勝彦�



江
府
町
　
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
し
お
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か
ら�

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う�

発行／江府町役場� 編集／町民生活課　印刷／冨士印刷（有）�
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475�
TEL（0859）75－3223　FAX（0859）75－2389�
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/
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最
近
め
っ
き
り
温
か
く
な
り
奥

大
山
の
自
然
が
満
喫
で
き
る
良
い

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
四
月
二
十
九
日
「
昭
和
の
日
」
、

本
町
恒
例
の
行
事
が
二
つ
あ
り
ま

し
た
。�

　
一
つ
は
江
府
町
愛
漁
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
　日
野
川
の
こ
い
の
ぼ
り
　で

す
。
平
成
二
年
に
始
ま
り
今
年
で

二
十
二
回
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
東
日
本
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
エ
ー
ル
と
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
を
願
い
「
が
ん
ば
ろ
う
　

日
本
」
の
横
断
幕
も
併
せ
て
設
置

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
風
を
受
け
元
気
に
泳
ぐ
姿
に
勇

気
と
希
望
を
感
じ
ま
す
。�

　
も
う
一
つ
は
地
元
白
馬
の
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
　毛
無
山
登
山
道
開

き
祭
　で
す
。�

　
平
成
九
年
に
始
ま
り
今
年
で
十

五
回
を
迎
え
私
も
カ
メ
ラ
を
携
え

参
加
し
ま
し
た
。
頂
上
か
ら
の
パ

ノ
ラ
マ
は
何
度
見
て
も
飽
き
ま
せ

ん
。�

　
今
で
は
二
件
と
も
本
町
の
自
慢

で
き
る
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
授
か
っ
た
大
自
然
の

恵
み
に
感
謝
す
る
と
共
に
多
く
の

人
の
力
の
偉
大
さ
を
実
感
し
た
今

日
こ
の
頃
で
し
た
。�

観
光
、
自
然
保
護
に
関
す
る
こ�

と
は
、
役
場
産
業
振
興
課
ま
で�

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　�

　
電
話
　
七
五
‐
三
二
二
二�

毛無山登山道開き祭毛無山登山道開き祭（白馬の会）（白馬の会）�毛無山登山道開き祭（白馬の会）�

日野川のこいのぼり日野川のこいのぼり（江府町愛漁会）（江府町愛漁会）�日野川のこいのぼり（江府町愛漁会）�

　４月29日、「白馬の会」（会長　山
本信男さん）主催による毛無山登山道
開き祭が好天の中行われ、この日を心
待ちにした約100名の毛無山愛好家で
賑わいました。登山道の日陰には残雪
があり“カタクリ”の開花も約１週間
遅れました。「白馬の会」は毛無山を
こよなく愛する地元ボランティアで構
成された団体で今年15年を迎えます。�

　４月29日、江府町愛漁会（会長　藤

田久人さん）と一般ボランティア総勢

約50人により設営されました。子ど

もたちの健やかな成長と日野川の清流

を願い、毎年“昭和の日”に行われます。�

　また、東日本大震災の一日も早い復

興を願い「がんばろう日本！江府町」

の横断幕が掲げられました。�


